
 

議会運営委員会会議次第  

 

 

                  時 間 令和元年１１月２６日（火）  

                                            午後１時３０分～  

                                    場 所 第１委員会室  

 

 

 

１．議  題                                  

 

（1）令和元年第 4 回二宮町議会定例会の運営について 

（2）傍聴規則について 
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会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

令和元年度二宮町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和元年度二宮町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

二宮町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について

二宮町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

令和元年度二宮町介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和元年度二宮町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和元年第4回二宮町議会定例会上程議案
 番号 議                            案                            名

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

令和元年度二宮町一般会計補正予算（第３号）







令和元年第４回二宮町議会定例会 議事及び会期日程（案） 
                     （令和元年 11 月 26 日 議会運営委員会） 

 

１ 

１２月６日（金）  ９：００    議会運営委員会 

          ９：３０    本会議 

①諸報告  

②署名議員の指名について 
7 番 小笠原陶子 議員 

13 番 一石洋子  議員 

③会期の決定について 12/6～12/13 の 8 日間 

④国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情 
協議事項 

    （陳情第 11 号） 

⑤神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情 
協議事項 

    （陳情第 12 号） 

⑥安全・安心の医療・介護の実現のため夜勤改善と大幅増員を求める陳

情 

協議事項 

    （陳情第 13 号） 

⑦介護施設の人員配置基準の引き上げのために、国に対し意見書の提出

を求める陳情 

協議事項 

（陳情第 14 号） 

⑧町の持続可能な未来像と財政運営の観点から原案とそれ以外の新庁舎

整備についての意見検証を求める陳情 

協議事項 

（陳情第 15 号） 

⑨二宮町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定につ

いて 

総務建設経済常任委員会 

に付託  議案第 78 号 

⑩会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について 

総務建設経済常任委員会 

に付託  議案第 79 号 

⑪二宮町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条

例 

総務建設経済常任委員会 

に付託  議案第 80 号 

⑫職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 
総務建設経済常任委員会 

に付託  議案第81号 

⑬令和元年度二宮町一般会計補正予算（第 3号）  即決   議案第 82 号 

⑭令和元年度二宮町国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） 即決   議案第 83 号 

⑮令和元年度二宮町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号） 即決   議案第 84 号 

⑯令和元年度二宮町介護保険特別会計補正予算（第 2号） 即決   議案第 85 号 

⑰令和元年度二宮町下水道事業特別会計補正予算（第 2号） 即決   議案第 86 号 

２ １２月７日（土） 休 会  

３ １２月８日（日） 休 会  

４ 

１２月９日（月）  本会議    休会  

９：３０                  総務建設経済常任委員会 付託案件審査 

総務建設経済常任委員会終了後    教育福祉常任委員会 付託案件審査 

５ １２月１０日（火） 休 会  

６ 

１２月１１日（水） ９：３０  本会議 

一般質問受付・調整 

11/29（金）9時～ 

12/4（水）正午 

一般質問 

７ 
１２月１２日（木）９：３０ 本会議 

一般質問 

８ 

１２月１３日（金） １３：００  本会議  

委員長報告（条例・陳情） ※報告・質疑・討論・表決 

本会議終了後     議会全員協議会  



 

 

協 議 事 項 

 
１．陳情の常任委員会への付託および執行者への出席要請について 

 

 陳 情 審 査 案 件 執行者側  出席要請者 趣旨説明の希望 

 

１ 

 

国に私学助成の拡充を求める意見書の

提出を求める陳情 

□教育福祉常任委員会に付託 

（担当部長以下） 

□机上配付 

   有 

 

２ 神奈川県に私学助成の拡充を求める意

見書の提出を求める陳情 

□教育福祉常任委員会に付託 

（担当部長以下） 

□机上配付 

   有 

３ 
安全・安心の医療・介護の実現のため

夜勤改善と大幅増員を求める陳情 

□教育福祉常任委員会に付託  

（担当部長以下） 

□机上配付 

   有 

４ 

介護施設の人員配置基準の引き上げの

ために、国に対し意見書の提出を求め

る陳情 

□教育福祉常任委員会に付託  

（担当部長以下） 

□机上配付 

   有 

５ 

町の持続可能な未来像と財政運営の観

点から原案とそれ以外の新庁舎整備に

ついての意見検証を求める陳情 

□総務建設経済常任委員会に

付託  （担当部長以下） 

□机上配付 

   有 

＊なお、条例関係の町長提出議案の審査は、「町長以下担当班長まで」が出席します。 
      

 

２．休会日とすることの確認について 

   12 月 10 日（火）  一般質問前 













二宮町議会傍聴規則 大磯町議会傍聴規則 葉山町議会傍聴規則 寒川町議会傍聴規則 箱根町開かれた議会傍聴規則 芽室町議会傍聴条例（北海道）

（傍聴席に入ることができない者） （傍聴席に入ることができない者） （傍聴することのできない者） （傍聴席に入ることができない者） （傍聴席に入ることができない者）
第6条　次に該当する者は、傍聴席に入ること
ができない。
（１）銃器・棒・かさその他人に危害を加え、又
は迷惑を及ぼすおそれのあるものを携帯して
いる者
（２）張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、の
ぼり、垂れ幕、鉢巻き、腕章の類を携帯してい
る者
（３）笛、ラッパ、太鼓その他の楽器の類を携
帯している者
（４）下駄、サンダルの類を履いている者
（５）酒気を帯びていると認められている者
（６）異様な服装をしている者
（７）その他議事を妨害することを疑うに足りる
顕著な事情が認められる者
２　議長は、必要と認めたときは、傍聴人に対
し、係員をして前項第1号から第3号までに規
定する物品を携帯しているか否かを質問させ
ることができる。
３　議長は、前項の質問を受けた者がこれに
応じないときは、その者の入場を禁止すること
ができる。
４　児童及び乳幼児は、傍聴席に入ることが
できない。ただし、議長の許可を得た場合
は、この限りでない。

第5条　次に該当する者は、傍聴席に入ること
ができない。
（１）銃器、棒その他人に危害を加え、又は迷
惑を及ぼすおそれのある物を携帯している者
（２）張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、の
ぼり、垂れ幕、かさの類を携帯している者
（３）鉢巻、腕章、たすき、リボン、ゼッケン、ヘ
ルメットの類を着用し、又は携帯している者
（４）ラジオ、拡声器、無線機（携帯電話機を
除く。）、マイク、パーソナルコンピュータ、録
音機、写真機、映写機の類を携帯している
者。ただし、第7条の規定により撮影、録音等
をすることにつき議長の許可を得た者を除く。
（５）笛・ラッパ、太鼓その他の楽器の類を携
帯している者
（６）下駄、木製サンダルの類を履いている者
（７）酒気を帯びていると認められる者
（８）異様な服装をしている者
（９）その他議事を妨害することを疑うに足りる
顕著な事情が認められる者
２　議長は、必要と認めたときは、傍聴人に対
し、係員をして前項第1号から第5号までに規
定する物品を携帯しているか否かを質問させ
ることができる。
３　議長は、前項の質問を受けた者がこれに
応じないときは、その者の入場を禁止すること
ができる。
４　児童及び乳幼児は、傍聴席に入ることが
できない。ただし、議長の許可を得た場合
は、この限りでない。

第7条　次の各号のいすれかに該当する者
は、会議を傍聴することができない。
（１）凶器の類その他人に危害を加えるおそ
れのある物を携帯している者
（２）張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、の
ぼりの類を持っている者
（３）はち巻、たすき、ゼッケン、ヘルメットの類
を着用し、又は携帯している者
（４）笛、ラッパ、太鼓その他楽器の類を携行
している者
（５）カメラ、録音機の類を携帯している者。た
だし、第9条ただし書きの規定により、撮影又
は録音することにつき議長の許可を得た者を
除く。
（６）拡声器、ラジオその他音響装置の類を携
帯している者
（７）酒気を帯びていると認められる者
（８）静粛にしていることができない乳幼児又
は当該乳幼児を連れている者
（９）前各号に掲げる者のほか、会議を妨害
し、又は人に迷惑を及ぼすおそれがあると認
められる者

第5条　次に該当する者は、傍聴席に入ること
ができない。
（１）銃器その他危険なものを携帯している者
（２）酒気を帯びていると認められる者
（３）張り紙、ビラ、、掲示板、プラカード、旗、
のぼりの類を携帯している者
（４）ラジオ、拡声器、無線機、録音機、撮影
機の類を携帯している者。ただし、第8条の規
定により撮影し、又は録音することにつき議長
の許可を得た者を除く。
（５）笛、ラッパ、太鼓その他の楽器の類を携
帯している者
（６）その他議事を妨害し、又は他人に迷惑を
及ぼすおそれがあると明らかに認められる者

第7条　議事を妨害することを疑うに足りる顕
著な事情が認められる者は、傍聴席に入るこ
とができない。

（傍聴人の守るべき事項） （傍聴人の守るべき事項） （傍聴人の守るべき事項） （傍聴人の守るべき事項） （傍聴人の責務） （傍聴人の守るべき事項）
第7条　傍聴人は、傍聴席にあるときは、静粛
を旨とし、次の事項を守らなければならない。
（１）議場における言論に対して拍手その他の
方法により公然と可否を表明しないこと。
（２）談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立て
ないこと。
（３）携帯電話等については使用できないよう
電源を切ること。
（４）帽子・外とう・襟巻の類を着用しないこと。
ただし、病気その他の理由により議長の許可
を得た場合は、この限りでない。
（５）飲食又は喫煙をしないこと。
（６）みだりに席を離れないこと。
（７）不体裁な行為又は他人の迷惑となる行為
をしないこと。
（８）その他議場の秩序を乱し、又は議事の妨
害となるような行為をしないこと。

第6条　傍聴人は傍聴席にあるときは、静粛を
旨とし、次の事項を守らなければならない。
（１）議場における言論に対して拍手その他の
方法により公然と可否を表明しないこと。
（２）談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立て
ないこと。
（３）帽子、外とう、襟巻の類を着用しないこと。
ただし、病気その他の理由により議長の許可
を得た場合はこの限りでない。
（４）携帯電話機は、電源を切り、又は着信音
等を発しない措置を講じ、使用しないこと。
（５）飲食又は喫煙をしないこと。
（６）みだりに席を離れないこと。
（７）不体裁な行為又は他人の迷惑となる行為
をしないこと。
（８）その他議場の秩序を乱し、又は議事の妨
害となるような行為をしないこと。

第8条　傍聴人は静粛にし、次の事項を守ら
なければならない。
（１）議場における言論に対して拍手その他の
方法により公然と可否を表明しないこと。
（２）談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立て
ないこと。
（３）携帯電話、時計その他のものの呼び出し
音、警告音その他の音を発しないこと。
（４）帽子、外とう、えり巻の類を着用しないこ
と。ただし、病気その他の理由により議長の許
可を得た場合は、この限りでない。
（５）飲食又は喫煙をしないこと。
（６）議長の指示に反する行為をすること。
（７）前各号に定めるもののほか、議場の秩序
を乱し、又は会議の妨害になるような行為をし
ないこと。

第7条　傍聴人は、傍聴席にあるときは、次の
ことを守らなければならない。
（１）議場における言論に対して可否を表明
し、又は拍手をしないこと。
（２）談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立て
ないこと。
（３）帽子、外とう、えり巻の類を着用しないこ
と。ただし、病気その他の理由により議長の許
可を得たときは、この限りでない。
（４）飲食又は喫煙をしないこと。
（５）みだりに席を離れ、又は不体裁な行為を
しないこと。
（６）その他議場の秩序を乱し、又は議事の妨
害となるような行為をしないこと。

第6条　傍聴人は、傍聴席にあるときは、静
粛を旨とし、議場の秩序を乱し、又は議事
の妨害、示威的行為及び他の傍聴者の迷
惑となる行為をしてはならない。

第8条　傍聴者は静寂にし、次の事項を守ら
なければならない。
（１）議場の秩序を乱し、又は会議の妨害とな
るような行為をしないこと。
（２）飲食又は喫煙をしないこと。

（違反に対する措置） （違反に対する措置） （違反に対する措置） （違反に対する措置） （違反に対する措置） （違反に対する措置）
第10条　傍聴人がこの規則に違反するとき
は、議長は、これを制止し、その命令に従わ
ないときは、これを退場させることができる。

第9条　傍聴人がこの規則に違反するときは、
議長は、これを制止し、その命令に従わない
ときは、これを退場させることができる。

第12条　法第130条第1項及び第2項に定め
るものを除くほか、傍聴人がこの規則に違反
するときは議長はこれを制止し、その命令に
従わないときはこれを退場させることができ
る。

第9条　傍聴人がこの規則に違反するときは、
議長はこれを制止し、議長の制止に従わない
ときは退場させることができる。

第11条　傍聴人がこの規則に違反したとき
は、議長は、これを制止し、その命令に従
わないときは、これを退場させることができ
る。

第11条　法第130条第1項及び第2項に定め
るものを除くほか、傍聴人がこの条例に違反
するときは、議長はこれを制止し、その命令に
従わないときは、これを退場させることができ
る。

傍聴規則・条例比較表（条文抜粋）



（参考） 

 

地方自治法 

（会議の傍聴） 

第 130 条 傍聴人が公然と可否を表明し、又は騒ぎ立てる等会議を妨害すると

きは、普通地方公共団体の議会の議長は、これを制止し、その命令に従わな

いときは、これを退場させ、必要がある場合においては、これを当該警察官

に引き渡すことができる。 

２ 傍聴席が騒がしいときは、議長は、すべての傍聴人を退場させることがで

きる。 

３ 前 2 項に定めるものを除くほか、議長は、会議の傍聴に関し必要な規則を

設けなければならない。 

 

 

標準市議会会議規則 

（議長の秩序保持権） 

第 109 条 法又はこの規則に定めるもののほか、規律に関する問題は、議長が

定める。ただし、議長は、必要があると認めるときは、討論を用いないで会

議に諮って決める。 

 

 

二宮町議会会議規則 

（議長の秩序保持権） 

第 102 条 法又はこの規則に定めるもののほか、規律に関する問題は、議長が

定める。ただし、議長は、必要があると認めるときは、討論を用いないで会

議に諮って決める。 


